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お買い上げありがとうございます。 
ミノルタが- 303si は、一眼レフが初めての方にも 
気軽に写真の楽しさを味わっていただけるよう 
じ開発された、軽量•コンパクトでやさしい 
オートフォーカスー眼レフカメラです。 


このカメラの機能を十分に活用していただく 
ために、この使用説明書をご使用前にお読み 
ください。またお読みになった後は、保証書、 
アフターサービスのご案内とともに大切に保管 
してください。 

この使用説明書は1994年1月に作成されたもの 
です。それが降に発売されたアクセサリーとの 
組み合わせは、本書裏面に記載の当社サービス 
センター、サービスステーションじお問い合わせ 
ください。 



文中の爲はアドバイス、 
包はを意事項です。 





準備をしましょう 




【入門編】 

撮影しましょう 

【初級編】 

撮影シーンに合わせて 
撮ってみましょう 

【中級編】 

写真の描写を 
変えてみましょう 


フラッシュを使って 
撮影しましょう 


知っておくと便利です 
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フイルムを入れます。 

フイルムの先端を赤いマークに合わせ、裏 
ぶたを閉じます。 


電源を入れます。 

メインスイツチを ON じします。 






全自動にします。 

プログラムセツトボタンを押します。 



フラッシュを上げます。 


カメラを構えます。 

写したいものが [] じ入るようじ、カメラを 
構えます。 


撮影します。 

シャッターボタンをゆっくり押し込んで 
撮影します。 
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各部の名称 

( 〉内は参照ページの番号です。 

或非のがいえ-ころけ，触ら'ンいようじ気を巧けてく / i ご、、。 


くボディ> 



オートロックアクセサリーシュー 


フォーカスモードボタン (61) 


内蔵フラッシュ- 


シャッターボタン 


フラッシュ強制発光 
ボタン (50) 


ダイヤル 


露出補正ボタン (47) 


セルフ 
タイマー • 
ランプ (26) 


AF レンズ信号接点* 


パノラマ切り替え 
レバー (24) 


裏ぶた開放レバー 
(12、 14) 


レンズ交換ボタン (11) 


ミラー冷 


マウント 
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ファインダー* (7、19) 


ストラップ 
取り付け部 (9) 


ストラップ 
取り付け部く 9) 


絞りボタン 
(42、 45) 


□ 6鸟1ボタン(26、27) 

(セルフタイマー • 

モードボタン） 


モードボタン 


赤目軽減ボタン (52) 


ボディま示部 (6) 


囑/*さ1«|1/バー(29、37) 
(撮影シーン/露出モード 
切り替えレバー） 


プログラムセットボタン (65) 
(おまかせ P モードボタン） 


クォーツ "7 ■■—卜 
表示部(15、 62) 


クオ…•ツデート用 
ボタン(15、 62) 



兰脚ねじ穴 
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< ボディ表示部 > 



マニュアルフォーカス 
(手動ピント合わせ)表示 (61) 

シャッター速度表示 

露出補正表示(43、 47) 

赤目軽減表示 (52) 

絞り値•露出補正値表示 
撮影モード表示け8〜 43) 
電池容量表示 (10) 

セルフタイマーマーク (26) 
フイルムカウンター 

パトローネマーク(13、 14) 
ワイヤレスフラッシュ表示 (55) 
巻さ上げモード表示 
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< ファインダー表示音 G > 


フォーカス表示(19、 60) - 

シャッター速度表示—— 


露出補正表示- 

絞り値-露出補正値表ミ 

フラッシュ充電完了* — 
調光確認表示 (19) 


フラッシュ撮影. 

フラッシュおすすめマーク （19) 一* 


フォーカスフレーム 


コ 

LJ 


㈱ SSSSS を纖 • みが - 
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まな特長 


画*11 


ぃがぶ 成。 が邸巧:論产ぉもぶ';‘ 
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小型•軽量です 


>本体重量は約 395 g (電池別）と軽星で、どこにでも気軽に持ち運べます。 



操作が簡単です 



•プログラムセットボタン（おまかせ P モードボタン）を押してシャッタ-を切るだけで、 
イ也の設をはすベてカメラが自動で巧ないます。 

•動体予測フォーカス制御により、動いているものにもぴったりピントが合います。 
•フイルムの途中でも、パノラマ撮影と標準撮影がレバー1つですぐに切り替えられ 
ます。パノラマ撮影時にはファインダーもパノラマに切り替わります。 



3つの使い方ができます 



•プログラムセットボタンを押すと、おまかせ P モードになります。 

•レバーを®側にすると、撮りたいシーンを絵表示で選ぶだけで 、そのシーンにをった 
写真が撮れます。 

* レバ_を aSm 側にすると、絞り値やシャツター速度を自由に選べる一眼レフならではの 
操作が楽しめます。 
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麵影 ® 準備靈 LSLxd 

ここでは、撮影する前に準備しておくことを説明します。 


か属のストラップを取りがけると、持ち 
運びに優利です。ほが側も同様に取り 
がけてください。 






電池室開放レバーを矢印の方向へ 
押して、電池室のふたを開けます。 

電池室ふたの表示にしたがって 
電池を入れ、ふたを閉じます。 


<電池の容量> 

メインスイッチを LOCK から ON じすると、自動的に電池容量のチェックが行なわれ、ボデイ 
表示部にその結果を表示します。 

点灯 (4 秒間） 

電池容量は十分です。 

に:^点灯 (4 秒間） 

新しい電池を準備する 
ことをおすすめします 
(撮影はできます)。 

CZ 邏点滅 

電池を交換することをおすすめします 
(撮影はできます)。 

じ邏のみ点滅(他の表示すベて消灯） 
シャッターは切れません(撮影できません）。 
電池を交換してください。 
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取りがけ方 


ボディキャップ①、レンズの後ろ 
キャップ ( D を夕古します。 


レンズとカメラの2つの ホい 点①を 
合わせてはめ込み、カチッと音が 
するまで矢印方向に回します③。 


取り夕 f し方 


メインスイッチを LOCK にし、レンズ 

交換ボタンを押したまま①、レンズ 

を固の方向に止まるまで回して 

取り夕 f します②。 

•取り外した後は、キャップを付けて保管 
してください。 




































裏ぶたを閉じ①、メインスイッチを 
ON にします(2)。 

•フイルムが自動的に巻き上 
げられ、フイルムカウンター 
じ" 1" が表示されます。 



•フイルムが正しく送られていない場合、フイルムカウンターは0のまま 
点滅します。このようなときは、もう一度フイルムを入れ直してください。 



を 


• シャッター幕は、娜常に觀精巧に作ら r 
れています。手やフイルムの先が絶巧 に 
触れないように注意して;ください。 

•フイルムの出し入れは、直身よ n 光を避けて巧な 
つてくた.さい。 

•ポラロイドインスタントリバーサルフイルム、 
赤外線フイルムは使用できません。 

•フラッシュ撤驚時はフイルム感度 IS 025 〜1000 
のフイルムをお使いください。に01000より高 
感度のフイルムでフラッシュ撮繫すると、適正 
露出が得られないことがあります。 
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■ 



フイルムが終了すると自動的に 
巻き戻しが始まります。フイルム 
カウンターが" 0" になり、 Q が 
点減したら、裏ぶたを開けて、 
フイルムを取り出します。 



くフイルムを最後のコマまで撮影せずに途中で取り出したいとき> 



メインスイッチを ON にして①、 
ボディ底面の途中巻き戻しボタン 
を〕インで押しまず②。 
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1 -- - , 

モードボタンを押して、写し込み 
たい表示を選びます。 

「年•月•日」トド旧•時•々け-ド写し込みなし 

丫’ M づ 

、が 1 句 

1 々， \>-- が 

i 、' ‘ . 、、、‘..ご''' :¥ ',、、 


1•が"••巧 W 巧け:? で W . 1 

音 

言「日•月.年 j モイ「月’日.年け - K 1 

■"■し'5 7巧 W "»• 巧•如夺^ 


侵 I 間 r ;.;.;::. 西.； .蓮誦^ 

•写し込みな置に明るい色性や白い壁)があると、写し込み文字が読みじくくなることがあり 

'llillii yiaiii 誦 ^^^^^^^ 冒 » 


標準 パノラマ 
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•ホ目をカメラのファインダーにぴったりつけます。 

•脇をしめます。 

•左手でレンズの下側を持って支えます。 

•片足を軽く踏み出し、上半身をををさせます。壁にもたれたり、机などじ肘をついたり 
しても効果があります。 

•暗い場所でフラッシュなしで撮影する場合（シャッター速度が遅くなる）や、望遠レンズ 
を使う場合は、手ぶれが起こりやすくなります(手ぶれしやすいときじは、ファインダー 
内のシャッター速度表示が点滅してお知らせします）。このような場合は兰脚を使って撮 
影してください。 
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ここでは、し、ますぐ簡単に撮影が楽しめる、もっとも基本的な 
撮影方まについて説明します。 


撮影の前に、メインスイッチを ON に 
します。 

•撮影が終わったら、メインスイッチ 
を LOCK じしてください。 






プログラムセットボタンを押します。 

•このボタンを押すと、カメラは全自動の 
状態じなります。 


フラッシュを上げまず。 

•フラッシュが必要なときは自動的に発光 
します。 


ピントを合わせたいものが [] じ 
入るようにカメラを構えます。 


シャッターボタンを押し么んで撮 
影します。 






くフラッシュ撮影じついて > 

フラッシュを上げると、必要なときにはフラッシュが自動的に発光します。 
フラッシュが発光するときは 



1. シャツターボタンを半押し*すると、ファインダー内の巧ぞが 
点灯します①。 

•点灯しないときは発光しません。 

2. そのままちが点灯する② ( =フラツシユの充電が完了する）のを 
待ちます。 

3. 朱が点なしたら、シャツターボタンを巧し込んで撮影します。 


»撮影後、ちが点滅するのを確認してください。点滅しない場合は、 
フラッシュ光が被写体に雇いていません。届く距離を確認レてく 

ださい （ P .49 参照 ）。が 又；';、.， ふ.'':..;:\ ず. 

1 E さ':！燃;皇:;誦 



* シャッターボタンを軽く押すと、途中で少し止まるところがあります。この使用説明書では、 
ここまで押すことを半押しと呼んでいます。 


くファインダー表示部の見方> 

• j -着フォーカス表示 (P.60 参照） 

㈱ または♦点な：ピントが合っています。撮影できます。 
5；]1 •点滅: ピントが合いません。シャッターは切れません。 

0 -@シャッター速度表示 

I 点滅したとき：手ぶれしやすくなります ( P .67 参照)。 

55 ] -獲絞り値表示 

ち J -@フラッシュ充電完了 -調光確認表示 

が 点灯：フラッシュの充電が完了しています。 

n 撮影後、点滅：フラッシュ光が被写体に届きました。 

- © フラッシュ撮影•フラッシュおすすめマーク 

点灯：撮影時にフラッシュが発光します。 

点滅：フラッシュの使用をおすすめします ( P .67 参照）。 
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I 圍 


: p 导す大きざを変えてみまじょう 


S 胃導)獨 I 胃議鹽1#巧た'.沪 

主題をどう表現したいかちよつで、写ず大きさを変えてみましょう。 

i^^^Bmmmmmmm^^^^^mmmsi^lmmm^^Kmms 画 11111^*1 1 麵 




例えば、子供の豊かな表情を写した 
い場合は、周りの景色を入れて写す 
よりも、写真①のように顔の表情が 
十分にわかる大きさで写したほうが 
子供の感情が倍わってきます。 

逆に、記念撮影では、「どこじいる 
のか」「何に乗っているのか」などの 
周りの状況がわかるように写します。 
写真①のように子供の表情だけを写 
すのでなく、②のように遊園地に来 
たという情景も含めて写します。こ 
のようじ「表現したいもの」じよつ 
て写す大きさを変えてみましょう。 


大きさを変えるには次の2つの方法があります。 

• 被写体に近づいたり、被写体から遠ざかったりする。 

♦レンズの焦点距離を変える。 

焦点距離は、 20mm、80mm などと表され、この距離が長くなるほど、被写体は 
大きく写ります。ズームレンズでは、この距離をそのレンズの範囲内で自由 
じ変えて、被写体を大きくしたり小さくしたりすることができます。これ 
をズーミングといいます。 
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ズー厶レンズで写 す大きさを変える(ズーミング) _ 

く AF ズームレンズの場合> 

被写体が希望の大きさになるように 
ズームリングを回します。 



く AF ズーム Xi レン义 AF パワーズームレンズの場合> 

被写体が希望の大きさになるよう 
にズームリングを回します。希望の 
大きさになれば、すばやくズーム 
リングを元に戻すか、またはリング 
から争目を離します。 

® ズームリングを小さく回すとゆっくり、 
大きく回すと速くズーミングします。 



♦ AF ズーム Xi レンズをご使用の場合，レンズの AZ / MZ スイッチは AZ じ切り替えてくだ 
さい。 MZ 泣置ではパワーズームが作動しません。 
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写真全体のバランスを考えてみま 
しょう。たとえば写真①のようじ、 
人と清の雨方を正面から写すことが 
できないとき、人を画面中央じ配置 
するとバランスの悪い写真になって 
しまいます。このような場合は、人 
と滝をバランス良く配置する工夫が 
必要です。 

写真③は、人と淸を画面を横に1/3 
じ分割する位置に配置し、バランス 
を良くしたものです。このようじ、 
バランスを良くするためじ被写体を 
画面中央からずらす場合は、図のよ 
うに画面の端から1/3〜1/4のところ 
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被写かが中央にないときのピント合 わせ（フォーカスロック） 

前ぺージの写真②のようにピントを合わせたいものが [] じ入らないときじ、そのまま 
撮影すると、 [] と重なっている背景にピントが合って人物がぼけた写真じなってしまい 
ます。このようじピントを合わせたいものが [] じ入らないときは、次のようじしてピントを 
固定(フォーカスロック）してください。 



ピントを合わせたいものに [] 
を合わせ、シャツターボタンを 
半押しします。 


半押ししたまま、ファインダー内の 
一番上の表示（フォーカス表示）が 
㈱ から • に変わるのを確認します。 

そのまま撮りたい構図にして撮影 
します。 


信！ 

•♦力 S 点なしないとき嫩写体が動いているときなど）は、ピントを固定することはできません。 

◎ 

• AF ズーム Xi レンズの場合、ズームリングを手前に引いてピントを固定することもできます。 
♦ フオーカスホールドボタンの付いているレンズの場合、ボタンをがしてピントを固定すること 
もできます。 
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/1 ノラマ写真を写してみまじょう 

撮影の途中でもご標準撮影とバノラマ撮影を切り替えることができます。 

’‘ 一 … :,‘‘‘ -も 

パノラマへの切り替え 


構図を決めて撮影します。 

•標準撮影にもどすときは、パノラマ切り 
替えレバーを標準側じします。 


♦パノラマ切り替えレバーは、止まるまで（レバーの指標"—がきちんと♦を指すまで）確 
実に操作してください。 

•パノラマ撮影したフイルムは、図のようじ 
上下に露光されない部分があります。 视腐爲嚴鼓 L く卢 

* パノラマ娜してもフイルムの撮影枚数は 
変わりません。 

♦パノラマ撮影するときは，画面の周辺に少し余裕を持たせてください。プリジトされる 
範西が、実騰じ撮影した画面よりも、やや狭くなることがあります。 


泣 

♦パノラマ写真の一般的なプリントサイズは 89 mX 254[ M (標準）です。 





くパノラマ撮影したフイルムを現像•プリントに出すときは > 



付属のパノラマシールをフイルム（パト 
ローネ）に貼ってから、パノラマ撮影した 
フイルムであることをお店に伝えて、 
出してください。 

パノラマシールは2種類あり、すべてパノ 
ラマ撮影したフイルムじは「パノラマ全数」 
を、途中で切り替えて撮影したフイルム 
には「パノラマ/標準混在」を貼ってくだ 


■ 


さい。 


国シールを貼る位置 
図の点線内に貼ってください。 



• バーコードの上や 0 X 3— ドの 
上(銀色と黒色の組み合わさった 
部分)じは貼らないでください。 


◎ 

♦パノラマ シールが なくなった場合は、当社 サービスセンター、サービスステーション 
(裏表紙記載）じお問い合わせください。 
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圓 




口の写 u ボタンを押したまま① 
ダイヤルを回して②、ボディ表示 
部にのを点滅させます。 


mr—~^ 

二 P 

— を C 

0 -# 

1111111111111 — 


•ボタンから手を離すと、 
セルフタイマーが設定さ 
れます。 



構図を決め、シャツターボタンを押し込みます。 



◎ 

♦シャッター ボタンを押す前にセルフタイマーを解驗するじは、1の操作で口 （1 コマ撮影） 
を選んでください。 '弁 

♦作動中のセルフタイマーを止めるじは、メインスイツチを LOCK じしてください。 
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■■■ 


連続撮影写!！ 

議麵11擊11:も;: i :; i ::纖 i 編を義讓 I 議 I 讓藥雜晒議議强 i 麵^1誦||だ^ 

[もタャッターボタンを押してし S る間、連綠して撮影されます。 

■ 



口の Qj ボタンを押したまま① 
ダイヤルを回して②、ボディ表示 
部に Oj を点滅させます。 

ボタンから手を離すと、 
連続撮影が設定されます。 


■H 



P 


鸟ち 



シャツターボタンを押し続けます。 

•押し続けている間、連続して撮影されます。 


>解除するときは、1の操作で口 （1 コマ撮影）を選んでください。 


侵! 


> AF ズーム Xi レンズまたは AF パワーズーム使用時には、連続撮影中（シヤツターボタンを 
押し込んでいる間）はパワーズームがでさません。 
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写真について知らなくても、簡単な操作で撮りたい場面にあった 
写真を撮ることができます。 



この章に入る前に 



Bi / aSm レバーを®!の位置に 
してくださし、0 


画 II…… ポートレート、スポーツシーンなど、撮影したい場面を5種類の中から 
絵表示で選ぶことができます。 

aSm .•…カメラの露出の設定を自分で変えることができます ( P .36 参照）。 


>いずれの場合も、プログラムセットボタンを押すとカメラは全 
自動の状態 ( P モード）じ戻り、ボディ表示部に P 力硬示されます。 


■Mr - - 

—P 

一 □ n 

M ^- 









モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して②、ボディ表示部に 
强を点滅させます。 

♦ ボタンから手を離すと、 
ポートレートモードじなり 
ます。 



シヤッターボタンをホ甲して撮影します。 


>フラッシュを上げていると，逆光等でフラッシュが必要な場合は自動的に発光します。评 
ただし背景があまりぼけないことがあります。 .を 


◎ 

♦背景をぼかすじは、望遠レンズや明るい（レンズる称の F の値の小さい）レンズのほうが 
効果があります。より効果を出すためじは、ホのレンズをおすすめします。 

• AF 100mm F2 * AFX—A35-105mmF3.5-4.5 

- AF ズーム 24-85mm F3.5-4.5 - AF ズーム 70-210mm F3.5-4.5 

- AF ズーム Xi 28-105mm F3.5-4.5 - AF ズーム 70-2i0mm F4.5-5.6 
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f 己念撮影:‘巧零画 

と•こで撮景ミじたかすぐ分かるように、;:手前の人物にも 
背景にもピントが合うよ夕に写ります。 




モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して②、ボディ表示部に 
闽を点滅させます。 

ボタンから手を離すと、 v'-M 
記念撮影•風景モードじ 
なります。 




シャツターボタンを幸甲して撮影します。 


• フラッシュを上げていると自動発光しますが、背景までフラッシュ光が届かない場合は 
( P .49 參照）フラッシュは使用しないでください。 

逆光のときはフラッシュの使用をおすすめしますが、背景にははっきりとピントが合って写 
らないことがあります。 

♦蠻りの日などそれほど明るくないときは、手ぶれしやすいので、三脚の使用をおすすめ 
します。 

位 

♦夜景をバックに記念撮影する場合は、夜景ポートレート•夜景モードをお使いください。 
•全体にピントを合わすじは、広角レンズのほうが効果があります。より効果を出すため 
じは、ホのレンズをおすすめします。 

• AP ズ■ム '24-50 mm F 4: t AF 35 mim F 1.4/ F 2 

• AF 28 mm F 2/ F 2.8 - AF 50 mm F 1.4/ F 1.7 
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クロ w アップ跑 

を共響嫣雜島をををり®歌鑛で巧' ‘ 為^^難を吊;巧::;! y を.ミ鑛 S 呈^ちを ii & i ; 若;;:巧；®^ ご' ^ i ^ iiiii ^.::: :::.:5養黃^|^®請囊鑛 

かさな草花や昆虫など参撮影するときに使いまず。 





モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して③、ボディ表示部に 
湿)を点滅させます。 

♦ ボタンから手を離すと、 
クローズアップモードに 
なります。 



シャッターボタンを押して撮影します。 


控 I 

♦フラッシュを上げて撮影すると、必要時には自動的に発光しますが、発光時にはピント 
が合って写る範困が狭くなることがあります。また、内蔵フラッシュ使用時には、写真 
の下部に影ができるため、 Im な内では撮影できません。 Im な内のフラッシュ撮影じは、 
別売りのマクロフラッシュ1200 AF-N を使用してください。またクロ^ズアップディフュー 
ザーを使用すると、写真下部の影をやわらげることができます。 

◎ 

•クローズアップ撮影では手ぶれが目立ちやすくなるので、王脚のご使巧をおすすめします。 
•より大きく撮影するには、ホのレンズをおすすめします。 

• AF マクロ 50mm F2.8 • AF マクロ lOOmm F2.8 
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スポーッ閣 

早く動いているものでもぶれないように写ります。 





モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して③、ボディ表示部に 
® を点滅させます。 

♦ボタンから手を離すと、 E みな .I 
スポーツモード じなります。 




シャッターボタンを幸甲して撮影します。 


、つラ、、 J シュを上げて撮影するとお要時には自動的に発光しますが、フラッシュ光が届か 
ない場合（フラッシュ光の屆く範困じついては P .49 参照 ） は、フラッシュは使用し夕いで 
ください。屋内での撮影じは、 S 脚の使用をおすすめします。 


• 高感度フイルム(に〇400など）の使用をおすすめします。 

•スポーツ撮影じは、ホのレンズをおすすめします。望遠レンズ使用時には手ぶれしやす 
いので、 S 脚の使用をおすすめします。 

• AF ダーム 70-2 i 0 mmF 3.5-4.5 - AF アポテレ ズーム… 0-30 日 mm F 4.5-5.6 

• AF ズーム 70-2 i 0 mm F 4.5-5.6 ‘ AF ズーム Xi lCI 0-300 mm F 4.5-5.6 
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巧景ポトレ—^お夜景面 


な袁を背景にレて說念撮影ずる場を、通常のフラッシュ 




ij : 撮影ではず前の人物はきれいに專しおされまずが、 
r — ブラ，ジタ过光の届かな P 背景は黒くつぶれ了^だ^まが 
ます9夕のよ2な境含じこのモードを使うと：人物も 
背景もきれぃに纔ることができます。こ:、； 

麵 I 蒙1論ぶを'謹;蓋;…….薦^ t 穿■が' 


t:,、— ィ 、V 







モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して②、ボディ表示部に 
画を点減させます。 

• ボタンから手を離すと、 
夜景ポートレートモード 
じなります。 


フラッシュを上げます。 


固 


0 - 



シャッターボタンを押して撮影します。 


を 

•手ぶれしやすいので、兰脚を使用してください。また、撮影される人物が動くと写真も 
ぶれるので、動かないようじ注意してください。 

•明かりの少ない全体的に暗い夜景だと、写真がうまく化上がらないことがあります。 
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夜景のみで人物が入らない場合は、フラッシュを下げて撮影します(夜景モード）。 



齒 川; i 華議讀裏^ 

♦手ぶれしやすいので、 S 脚を使用してください。.加 

•ピントカを合いじくいときは、明るい部分にピントを合わせてフォーカスロックをしてく 
ださい化の参照）。 — ぶな—/.. — 1 


35 



絞り値やシャッター速度などのカメラのを種設定を直接コント 
口ールして、背景の描写や動いているものの描写などを撮影者の 
思い通りに設定することができます。 
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① F16 



写真①は入園式の写真です。背景 
までピントが合っているので、入 
園式だというのがよくわかります。 
写真②は子供のスナップ写真です。 
背景が適度じぼけており、子供の 
表情がより浮き立って強調されて 
います。 

このような背景の描写は、カメラ 
の絞りで調節できます。絞りとは 
光が通るレンズの穴のことで、① 
のように絞り値が大きい （ F 16、 22 
など）ほど背景までピントが合い 
(ピントの合う範囲が広くなり）、② 
のように小さい （ F 3.5、 4など）ほど 
背景がぼけます（ピントの合う範囲 
は狭くなります)。 



絞り値 


〇 小さい 
(亭真②) 


@謀①) 



位 

•広角レンズほど背景までピントが合い、望遠レンズほど背景がぼけやすくなります。 
♦被写体までの距離が近いほど，背景がぼけやすくなります。 
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A モードで撮影します 




モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して②、ボディ表示部に 
A を点減させます。 

• ボタンから手を離すと、 
A モードじなります。 




»ファインダーをのぞいたときは、ピント位置の確認のため、常に背景がぼけた 
状態になっています。絞り植を大きくしても背景までピントが合っているよう 
じは見えませんが、フイルム上およびプリントでは背景までピントが合って写 
ります。 

»シャッター速度が2000または 30 s で点滅している場合は、カメラの制御範西を 
越えているため、露おオーバーまたはアンダーの写真になります。点滅しなく 
なるまで絞り値を変更してください 


• A モードでのフラッシュ撮影じついては、51ページをご覧ください。 
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動いてし、るものの巧写を変えてみましよう 

( S モード撮影） 




①1/250秒 


感 1/8秒 


写真①は、走っている子供のよう 
すがよくわかります。写真②では、 
走っている子供の速さが強調されて 
います。 

このような動いているものの描写は、 
カメラのシャッター速度で調節でき 
ます。シャッター速度とは光がフイ 
ルムに当たっている時間のことで、 
①のようにシャッター速度が速い 
(1/500、1/1日00など）ほど動くものは 
止まって写り、②のように遅い（1/15、 
1/30など)ほど流れるようじ写ります。 


《写真③は流し撮りといって、カメラを走っている子供に合わせて動かしたものです。 
この場面を流し撮りでなく普通に撮ると、背景は流れずに子供が流れて写ります。 
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s モ…ドで撮景ミします 




モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して③、ボディ表示部に 
S を点滅させます。 

• ボタンから手を離すと、 
S モードじなります。 


ダイヤルを回して希望のシャッター 
速度を選びます。 

•選べるシャッター速度の範 
西は30秒〜1/2000秒です。 




侵! 


»表示部の60、125といった数字は、1/60秒、1/125秒を表します。2 S 、 4 s など 
"S" の文字が表れている蠕合は、2秒、4秒を表します。 

»絞り値が点滅している場合は、カメラの刺御範囲を越えているため、露出才ーバー 
またはアンダーの写真じなります。点滅しなくなるまでシャッター速度を変更 
してください。 


♦ S モードでのフラッシュ撮影じついては、51ぺージをご覧ください。 
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■ 


由に露おを決がるとをカタ寒ます (MW 


嫁巧 


田 igi 點技を}天のな C ごが C 券黑 J ( M トド撮影) 

‘ ’“；V を >‘；、 ぃ 、r いぶ S ぶ'；' 、パ'- ' 'V 一 

A モーも S モーにで説照した絞り偏とシぉツター速度を、自电に選ぶことができま’ 
讓んだ設定:で霜 lif 才•ーバまたはア;:ダ-*にな.多場をは、カメラがそれをお知ら^ 


類顧 KC 翁を'^教姻娜^鶏;--巧妙瀑載聚 I - 遷 f ‘ お差 




モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して③、ボディ表示部に 
M を点滅させます。 

• ボタンから手を離すと、 
M モードじなります。 


ダイヤルを回して希望のシャッター 
速度を選びます。 



絞りボタンを押したまま①ダイヤル 
を回して③、希望の絞り値を選び 
ます。 




42 






ファインダー内に坦が表示されると露出オーバーの写真に、0が表示されるとアンダーの 
写真になります。どちらも表示されないときは適正露出(カメラが測光した値）じなります。 

露出才ーバー 適正露出 露出アンダー 


• 


• 


参 

5 


5 

n 

U 


5 

广 ' 

n 


广 , 


n 

を 




EJ 

し； 


し； 
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《露出オーバー、アンダーじついての説明は46ページをご覧ください。 



• M モードでのフラッシュ撮影じついては、 5 i ページをご覽ください。 
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長時間露光(バルブ* 

シャッタ-ボタンを巧し続けてし， 

■ a 妇 .‘ ^ む知给、い 44^^ ち。主口日 /m 


モードボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して③、 M (マニュアル） 
モードにします。 









絞りボタンを押したまま①ダイ 
ヤルを回して②、希望の絞り値 
を選びます。 


圓 

buib 


S' 

, ; 

M 

mm 

V ち 



構図をホめて、アイピースキャップを 
取り付けます。 

•ファインダーから光が入るのを防ぐため 
です。 



必要な時間シャッターボタンを 
押し続けます。 

• シャッターボタンから指を離すと、シャッ 
ターが閉じ、撮影が終了します。 
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フィルムじ当たる光の量が多くなると、画面全体が明るくなって露出オーバ—となります。 
少なくなると、全体が暗くなって露出アンダーとなります。このカメラでは、意図的に 
露出オーバー、アンダーじする（露出補正する）ことができます。 


露出オーバー 適正露出 露出アンダー 



勺....:..，， ご;,；,;;;;.^.;纖薦難 gi 

12^ 寧。:;:::::..哉。賴 1!!;;;;細 蹇麟囊巧弦.:;:灣幾;;;; 

参露出才"-バー、アンダーは、ネガフイルムよりもリバーザルフイルムの方がはっきりした 
効果が出ます。 、 ^ 

•撮ろうとしている場面が白っぽいときはオーバー側じすると白さが再現されやすく、黒っ 
ぽぃときはアンダー側にすると黒さが再現されやすくなります。 
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露出補正ボタンを押したまま① 
ダイヤルを回して②、ボディ表示 
部に希望の数値を表示させます。 



♦因は露出オーバー、曰は露出アンダーを 
表します。数値が大きいほど露出補正量 
は多くなります。 



• ±3段まで設定できます。 

希望の数値になれば、露出補正ボタンから手を離します。 



• ボディ表示部とファインダー表示部に坦または曰の表示が残り、 
露出補正されていることを表します （ M モード時のファインダー内の 
表示については P .43 参照）。 


◎ 

•露出補正は、 m / A ^ u レバーの位置じかかわらず設定できます。 
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7 赛。タシ 3 ; 1 蓉 r 擅誤 " C 

カメラの内蔵フラッシュを使って、撮影の幅を広げましよラ。 
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…叩、 半のド/が■旧 

タッンュホの馬く範氏游み:;巧兴:. 

:端網爲載皆纖等縣 

ぶ‘ ;* 'い',户 ゾ， -- : V ,み/か>峡-ん;: 


フラッシュ光の届く載囲は、絞り値とフイルム感度じよって異なります。 28-80rnm F4-5.6 の 
レンズと ISO 100のフイルムを使って内蔵フラッシュで撮影する場合だと、 28mm 側で 1.0-3.0m、 
80mm 側で 1.0-2.Im、ISO 400のフイルムだとそれぞれ 1.0-6.0m、1.0-4.2m となります。それ 
な外のレンズで撮影する場合は、な下の表を目安じしてください。 


內蔵フラッシュによる 

撮影距離 


イル厶感度 
絞り値\\ 

ISO 100 

に 0 400 

F 2.8 

1.0-4.2 m 

1.0-8.4 m 

F 4 

1 -0-3 .Om 

1.0- 目 . Om 

F 5.6 

1.0-2.1 m 

1.0-4.2 m 


麵講麵顯 [; 11 胃 議3讀囑»匡議嘯 瞧»麵睡^ 

•内蔵フラッシュを使って im 未満で撮影すると、写真の下部に影ができることがあります。 

•内蔵フラッシュ使用時は、使用できるレンズに制限があります。 （P.53 参照） 

控 I 

•プログラムフラッシュじついては、フラッシュの使用説明書をご覧ください。 
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ドモ~ドでのフラッシュ撮影 

囉 / a さ M ぃ《一の位置にかかわらず、 P モードでのフラッシュ撮影の方まは々の通りです。 


フラッシユが上がって いるとき _ _ _ 

必要なときに自動的に発光します。 

くフラッシュを'必ず発光させたいとき〉 

フラッシュ強 i ホ！!発光ボタンをホ甲した 
ままシャツターボタンを押します。 



>ホのような場合は、フラッシュを発光させるとよりきれいな写真が撮れます。 
•明るい屋外で、帽子などで顔に影ができている人物の撮影 ：^: 

•曇の日に、屋外での入物の撮影 气—， r 

•壁光灯下の明るい室内での撮影 、" 


フラッシュが 下がっているとき __ 

フラッシュは発光しません。 

•フラッシュ撮影が禁止されている美術館などでの撮影に使います。 
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A ， S ， M モードでのフラッシュ撮影 

フラッシュが上がっているときは么、ず発光します。下女でっていると発うつしません。 


八でート フフ ツンユ 拍^を; _ 

フラッシュなしの撮影と同じで、希望の絞り値を選ぶことができます。シャッター速度は 
自動的に決まります。 

S モードフラッシュ撮影 _ 

フラッシュなしの撮影と異なり、シャッター速度、絞り値とも自動的に決まります。 （ P モード 
フラッシュ撮影と同じじなります。） 


M モードフラッシュ撮影 __ 

フラッシュなしの撮影と同じで、希望の絞り値とシャッター速度を選ぶことができます。 
1/90秒より速いシャツター速度は選べません。 


信！ 

♦ A . M モードでは、絞り値を大きくするほどフラッシュ光の届く範西は狭くなります ( P .49 参照)。 




脈のホ、み爾駐腸 9 ( フラッシュプリ発光） 

酱 しが 巧が 勤を巧繫今もみユ 為 i 影ず聲、 ス赛ツジユ翻ず 脹誇中でを射しか; 
議ベ、琴る こ とがちリ案ず。、、簇聽礙寥翁に ぶ 光最の プちツ みユを俏吗か発光(プリ聋 
させると、この現象をがらげることができます。 、- 



赤目軽減ボタンを押します。 

•ボディ表示部に<!>が表示され、本発光の 
前に数回プリ発光が行なわれます。 

•もう一度赤目軽減ボタンを巧すと、通常の 
(プリ発光のない）フラッシュ撮影に戻り 
ます。 
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內蔵フラッシ 1 使用時のレンズについて 


•焦点距離 28mm 未満のに角レンズで内蔵フラッシュ撮影をすると、写真の周辺が暗くなる 
ことが'あります。 


• 内蔵フラッシュで撮影する場合は、フラッシュ光がレンズでさえぎられて写真の下部じ影が 
できることがあります。な下のことじ気を付けて撮影してください。 

- Im な上離れて撮影してください。 

-レンズフードは取り外してください。 

•下記のレンズ使用時は、フラッシュ光がレンズでさえぎられるため、内蔵フラッシュじよる 
撮影はできません。 

-ハイスピード AF アポテレ 300mmF2.8 

* AF アポテレ300 mm F2.8 

. ハイスピードアポテレ 600mmF4 

* AF アポテレ 600mmF4 

•下記のレンズで内蔵フラッシュ撮影をするときは、広角側でフラッシュ光がレンズで 
さえぎられることがありますので、フラッシュ撮影じは、別売りのプログラムフラッシュの 
使用をおすすめします。詳しくはサービスセンター•サービスステーションじお問い合わせ 
ください。 

* AF ズーム 28-70mmF2.8G 

- AF ズーム 28-85mm F3.5-4.5 

* AF ズーム 28-135mm F4-4.5 

‘ AF ズーム Xi 35-200mm F4.5-5.6 
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ぶ 


フラッシュをカメラの上に取り付けて撮 
影すると、写真①のように平面的な印象 
を受ける写真じなることがあります。こ 
のようなとき、フラッシュをカメラから 
離して撮影すると、フラッシュの位置を 
工夫することで、陰影を付けて立体感を 
出すことができます(写真②)。このよう 
なフラッシュを力/ラから離した撮影を、 
オフカメラフラッシュ撮影と呼びます。 
写真⑤はカメラの内蔵フラッシュと、才 
フカメラフラッシュの光量を1: 2の割合 
で発光させたものです。明暗差が柔らか 
くなり、自然な陰影を付けることができ 
ます。このような2がな上のフラッシュ 
の光量に比をつけた撮影を、光量比制御 
撮影と呼びます。 

従来、一眼レフカメラではこのオフカメ 
ラフラッシュ撮影をするときには、カメ 
ラとフラッシュをコードで接続する必要 
がありました。このカメラは、カメラと 
フラッシュの信号の伝達をコードではな 
く、フラッシュの死を利用して行なうこ 
とができます。このフラッシュ撮影をワ 
イヤレスフラッシュ撮影と呼びます。も 
ちろん露出はカメラが自動で適正露出に 
なるよう制御します。 




この カメラと組み合わせてワイヤレスフラッシュ撮影できるフラッシュは、5400 HS、 
日400 Xi、 3500 Xi の3機種です。 

設定方法_ _ _ 


フラッシュを ON にし、カメラに 
取りかけます。 


赤目軽減ボタン < i > を押します。 

•ボみ表示部に WL が表示 
されます。 


フラッシュをカメラから取り外します。 


EV 
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撮影方法 _ 

このカメラは、内蔵フラッシュの発光を信号として5400 HS や5400 Xi 、 3500 Xi を発光させ 
ます。信号が正しく受け取れるようじな下のことじ気を付けてください。 

•室内など、暗いところで撮影してください。 

♦下記の範西内にカメラとフラッシュを配置してください。 



•ワイヤレスフラッシュ撮影時の被写体と 
フラッシュとの距離じついて 
5400 HS 、 5400 Xi をご使用の場合は各フラッ 
シュの使用説明書をご覧ください。 

3500 Xi をご使用の場合は下の表を目安に 
してください。 

表2:フラッシュ （3500 Xi ) と被写体との距離 
(単位メートル） 


56 



表1:ワイヤレスフラッシュ撮影時の被写体と 
カメラとの距離(単位メートル） 


\フイルム 

\感度 
絞り値\ 

に0100 

旧0 400 

F2.8 

1.4-5.0 

2.8-5.0 

F4 

1.0-5.0 

2.0-5.0 

F5 •目 

1 .0-5.0 

1 .4-5.0 








内蔵フラッシュを上げます0 



フラッシュと巧蔵フラッシュの充電 
完了を確認します。 

T 1 • フラッシュは、前面の AF 補助光が 
•_、 点滅し①、背面の> マークが 点灯 

5 または点滅すると②充電完了でホ 

•内蔵フラッシュは、ファインダー内 
。 の4が点灯すると充電完了です。 


4 



カメラのホ目軽減ボタン<!>を^ 
押して、カメラから離したフラッシュし J 
が発光することを確認します(テスト 
発光)。 


5 もう一度両方のフラッシュのお電完了を確認し、シャッターボタンを 
押し&んで撮影します。 

• シヤッ ター速度は自動的に1/45秒な下に設定されます。 


位 

• 5 のとき、カメラの強制発光ボタンを押しながら撮影すると、カメラの内蔵フラッシュも発光し、 
フラッシュと内蔵フラッシュの光量比を2:1じする光量比制御撮影ができます。 
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ワイヤレスフラッシュの解除 

フラッシュを ON にし、カメラに 
取り付けます。 


赤目鞍成ボタンみを押します。 

♦ボディ表示部の WL が消えます。 


浦叫:''な;|| 議 I 誦!自!!靖^ 1:;''..:';; が責^.，:; Sii を;;;;:；龜補麵晒! 

• 2 の代わりにプログラムセットボタンを押しても、ワイヤレスフラッシュは解除できます。 
この場合、カメラは全自動の状態になります。 （65 ページ参照）。 

また、メインスイッチを LOCK じすると、ホに ON したとまはワイヤレスフラッシュは解除 
されています。 

^ ^ お！燃多： 

•このカメラでは、プログラムフラッシュ5400 HS または5400 xi をカメラに取りイ寸けて行なう 
ワイヤレスフラッシュ撮影 (5400 HS または5400 xi をコントローラーとする撮影方法）はで 
きません。 
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無 oTS 又^便 | i 巧貧 
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》 '纏','呼 ，''一 m 诚を _L .心ち师 .; M .. M ，.:^; 甲 だ 為;..:卿’選ぶ^^少％^舞..^も 

萨旅'' ..ホ唯，トフオ "1^ 力乂(自動的じ欧 h 始し、まが'脖矿が餐 " f .：^;- ^ 

' このカメラで(もシャッターボタンを半押し(途中で止まるところまで鞋く押すこと）すると、：^ 
，自動的にピントがをいまず。-，、''' シ‘、…八：‘.曲；：‘'、，, ::が‘、 


く フオー カス表71^の見方'〉 


㈱ 

しコ 

5 

n 


㈱点灯：ピントが合っています。 

• 点灯：ピントが合って固をされています。 

《》点灯：ピント合わせの途中です（シャツターは切れません）。 
• 点滅：ピントが合いません（シャツターは切れません）。 


m 


ピント合わせは被写体のコントラスト（明暗差）を利用して行なわれます。したがって、な下の 
ような被写体では、ピントが合いじくいことがあります。このような場合は、写したい 
ものと同じ距離じあるピントの合いやすいものでフォーカスロック撮影 ( P .23) するか、次 
ページの手動じよるピント合わせを行なってください。 


•太陽のように明るすぎるものや、車のボディ、 
水面などきらきら輝いているもの 
参青空や壁などコントラスト（明暗差）のない 
もの、またははっきりしないもの ( A ) 

参ビルの外観など、繰り返しパターンの連続 
するものの〉 

•おりの中の動物など、 [] の中に距離の異 
なるものが混じっているとき 
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フオーカスモードボタンを押します。 



• ボディ表示部じ面を国1 
の文字が表示されます。 


< AF レンズ、 AF ズームレンズの場合> 

レンズ先端のフォーカスリングを 
回します。 

< AF ズーム Xi レンズ、 AF パワーズーム 
レンズの場合> 

ズームリングを手前に引いたまま 
回します。 

•被写ががもっともはっきり見えるところで 
リングを離すか、すばやく元に戻します。 



.回 . .V. 写.：;! ;| P 補 

•オートフォーカスでピントが合うような被导体の場合は、ファインダー内のフォーカス 
表示がピントの状態をお知らせします。 ; ザ. 

•もう一度フォーカスモードボタンを押すと、オートフォーカスに戻ります。 
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日付と時間の変更 _ 

海外旅行のときなど、記録する日付や時間を変更することができます。 



モードボタンを押して、変更したい 
表示を選びます。 

"が，1 6" 年•月•日を変更するとき 
"6 i す?口"時•分を変更するとき 


セレクトボタンを押して①変更し 
たい数字を点滅させ、アジャスト 
ボタンを押して③数字を変更し 
ます。 

•修正中は、セレクトボタンを押すたびじ 
年一月一日または時一分一:が点滅します。 
•:が点滅しているときにアジャストボタン 
を押すと、0秒スタートします。 



2の操作を繰り返して、変更が 
終了したら、点滅している数字 
がなくなり 「一 J が点なするま 
で七レクトボタンをキ甲します。 
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写し込み用電池の交換 _ 

写し込んだ文字が薄くなってきたら、電池を交換してください。 CR 2025 を1個使用します。 






裏ぶたを開けます。 


裏ぶたの内側にある電池室のふた 
の溝にコインを差し込み、 g の 
方向へ回してふたを外します。 


古い電池を取り出し、新しい電池 
の+側を上にして電池室に入れ 
ます。 



4 


元通りじコインでふたを閉めます。 


を 

•写しをみ用電池を交換したあとは、日付•時間を修正してください。 
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暗いところでフラッシュ撮影をしていると、シャッターボタンを半押ししたときに、フラッ 
シュが光ることがあります。これは、オートフオーカスでピントを合わせやすくするためじ 
発光する AF 補助光です。この補助光が届く距離範囲は、1〜 5 m です(当社試験条件）。 
•プログラムフラッシュをかけているときは、プログラムフラッシュの補助光力《発光します。 

♦ AF 補助光は、 AF マクロズーム3 X - 1 X および焦点姫離 300 mm な上の単焦点レンズ使用 
時には光りません。 


く内蔵フラッシュによる AF 補助光を禁止したいときは> 



赤目軽減ボタンを押したまま①、メイン 
スイッチを LOCK から ON にします②〇 
•同じ操作をするともとに戻ります。 


mm 

oFF 


wm 

on 

— 

巧 L 

非 


只し 

— 



■ 



AF 補助光なし AF 補助光あり 
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プログラムセットボタン 


このボタンを押すと、カメラの各機能は 
次の状態になります。 


撮影モード 

P (プログラム）モード 
(® i / aSm レバーの位置 
じかかわらず） 

ピント合わせ 

オー トフ ォー カス 

セ J レフタイマー 

解隐 

連続撮影 

解除 

强出補正 

±0 

ヮィャレスフラッシ jj 

解除 



♦パノラマ撮影、赤目軽減機能(プリ発光)、 
AF 補助光の有無は変わりません。 


2つ] ^(上の機能の組み合わせ _ 

次の機能は、カメラのどんな機能とも自由じ組み合わせることができます。 

パノラマ撮影、セルフタイマー、連続撮影、露出補正、赤目軽減機能(プリ発光）、ワイ 
ヤレスフラッシュ撮影、手動(マニュアル）フォーカス 
例） ®/ aSm レバーを 1® じしてスポーツ撮影を選び、同時に連続撮影、 

一 0.5 段の露出補正をして手動フォーカスで撮影する。 


♦セルフタイマーと連続撮影を組み合わせることはできません。 

♦赤目轄減機能とワイヤレスフラッシュ撮影を組み合わせることはできません（ワイヤレス 
フラッシュ撮影時に眼が赤く写ることはほとんどないため）。 - 

65 







表示が点減したとき 


表示部 


原因 


処置 


■1 

ミ f si 


5.5 


P 

— 

% だ 


被写体が明るすぎる、また 
は暗すぎてカメラの測光 
範囲を越えています。 


旧が点狀 



被写体が明るすぎる、また 
は暗すぎて使用レンズの 
絞り値、シャッター速度 
の範囲を越えています。 


(シャッター速度と絞り値が点滅) 


被写体が明るすぎるとき 
は、 ND フイ ルターを 使う 
か、被写体が暗くなるよ 
うじします。被写体が暗 
すぎるときは、フラッシュ 
撮影を斤うか、被写体が 
明るくなるようじします。 


• 


つ なでが 

isi 

'.か 


if ^ 

n 


□ a 



王 @ 斗 


被写体が明るすぎる、また 
は暗すぎてシャッター速度 
の範西を越えています。 


シャッター速度が点滅し 
ないようじ絞り値を変更 
します。 


(2000 または 30 s が点 ㈱ 


画 

雖 

二 

S 

■■ 

。抱 


被写体が明るすぎる、また 
は暗すぎて使用レンズの 
絞り値の範囲を越えてい 
ます。 


絞り値が点滅しないよう 
じシャ ッ ター 速度を変更 
します。 


(最大または疆小絞り植力《点嫩 
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£んなときはこうしてくださし 

11難:我' , ' . 、 .. 人 .、ぶ''か:'^ > . 


■I— 

ザ、，'、。‘’-*ん麟*:‘‘、、、 ,、 ぃ’，、み1,、、ご、為、'を店、パ/'ごぃを…。^ 、';だ， 

故障か誓？—也思つをとき、あるいは思うような琴!!が撮れないときは、々のことを調ぺで 
みてくださし、。それでも調子が悪いときやわおらないときは、‘お近くの S 接サビスセンク- 


ま脈ビス巧ーシヨンにお問い合わせく ださし、。 


女 


症が 

点橡頃目 

処置 

ペー 

ジ 

ボディ表示部に 
なにもでない 

電池が消耗していませんか。 

新しぃ電池と交換してくだ 
さぃ。 

10 


コントラストのないものや、 

手動じよるピント合わせまた 

23 


オートフォーカスの苦手なも 

はフォーカスロックを巧なっ 

60 


のを撮影していませんか。 

てくださぃ。 

61 



フラッシュ撮影が可能なとこ 



フラッシュを下げたままに 

ろでは、フラッシュを上げて 

64 


していませんか。 

くださぃ。 AF 補助光が発光 

ピントが 


してピントを合わせます。 


合わない 


つ ^ みマ ,31. _ い、マぃ jX . た 



[ M.FOCUSI がまおされていま 

ノオ巧乂七一 h 乂イツナを巧 



甘んか* 

してオートフォーカスにして 
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くださぃ。 



被写体に近づきすぎていま 
せんか。 

レンズの最近接撮影距離に 
注意して撮影してくださぃ。 

爆近接撮影距離じっぃては、 
レンズの使用説明書をご覧 
くださぃ。） 

— 



ピントは合っていましたか。 

手動じよるピント合わせまた 

23 


(ピントが合わないとシャッター 

はフォー*カスロックを行なっ 

60 

シャッターが 

が切れません。） 

てくださぃ。 

61 

切れない 

^天体望遠鏡などじカメラを取り付けた場合、フイルムが 



入っているとシャッターが切れません。使用方法じついて 



はお近くのサービスセンタ- 
お問い合わせください。 

-またはサービスステーシヨンじ 
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症が 

点検項目 

処置 

ペー 

ジ 

写真が娜て 
しまう 

体を固をして脇をしめ、左手でレンズの下側を支え、ゆつく 
りシャッターボタンを巧してください。 

16 

暗いところでフラッシュを発 
光させずに撮影しませんで 
したか。（ファインダー内の 
シャッター速度表示とがが 
点滅します。） 

フラッシュを使って撮影して 
ください。 

67 

高感度フイルムを使うと、手ぶれが少なくなります。また、 
望遠レンズを使うと手ぶれしやすくなります。 

— 

プリントの上下が 
黒くなる 

パノラマ撮影をしたときに、 

お店に出すときにパノラマ 
シールを貼りましたか。 

シ…ルを貼って、口頭でパノ 
ラマ撮影したことを伝えてく 
ださい。 

25 

フラッシュ撮影で 
プリントしたものが 
暗い 

フラッシュ光の届く範囲で撮 
影しましたか。 

フラッシュ光の届く範巧で撮 
影してください。（別売りの 
プログラムフラッシュじつい 
てはフラッシュの使用説明書 
をご覚ください。） 

49 

レンズフー ■ ドを付けたまま撮影 
しませんでしたか。 

レンズフードを外して撮影し 
てください。 

— 

内蔵フラッシュじ適さないレン 
ズで撮影しませんでしたか。 

プログラムフラッシュの使用 
をおすすめします。 

53 

ボディ表示部に 
がげが 
表示される 

電池を一度取り出し、入れ直してください。それでも直ら 
ない場合、また何度も繰り返してがげが出る場合は、お近 
くの当社サービスセンターまたはサービスステーシヨンにお問 
い合わせください。 

— 
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a -303 si と組み合ねせて使えるもの 

譲 ■ ill 編1龜議睡 I ' :麵■麵 L';, 幽隆;麵 
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レンズ _ 

すべてのがレンズが使用できます。それな外のレンズ ( MD レンズや MC レンズなど）はご使用 
じなれません。 

•内蔵フラッシュを使ったときのレンズの制限じついては、53ページをご覚ください。 

フラッシュ _ 

内蔵フラッシュでは光が届かないような撮影距離でも、より大光量のプログラムフラッシュを 
用いれば、美しいフラッシュ撮影ができます。 

•プログラムフラッシュをご使用じなる場 
合は、アクセサリーシューキャップを外 
してください①。また、キャップはスト 
ラップにかいているアイピースキャップ 
じ収納することができます②。 

•プログラムフラッシュ目 400 HS 、 Xi シリーズフラッシュ（5400说、3500沿、2000扭）および 
i シリーズフラッシュ(5200し3200 i 、 2000 i ) は、そのままご使用になれます。この場合、 

P モード：フラッシュを ON じすると、必要に応じて自動発光します。フラッシュ強制 
発光ボタンを押しながら撮影すると、フラッシュは必ず発光します。 
A ’ S ’ M モード：フラッシュを ON じすると、必ず発光します。 



♦プログラムフラッシュ5400 HS のハイスピードシンクロ撮影はできません。 


• AF シリーズのフラッシュ （4000 AF 、 2800 AF 、 1800 AF 、 マクロ1200 AF ) をご使用じなる 
場合は、別売りのフラッシュシューアダプター FS -1100 を使ってカメラに取り付けてください。 
このとき、 P モードでもフラッシュが ON のときは必ず発光します。また、 AF 補助光は発光 
しません。 

その他 _ _ 

な下のものは、が -303 si と組み合わせての使用はできません。 

. インテリジェントカード • アングルファインダー • マグニファイヤー 

-コントロ…ルグリップ CG -1000 . データレシーバー DR-iOOO 

-ワイヤレスコントローラー IR -1 N 
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取り扱い上のを意 


電池につ いてのを意 

•電池を火のやじ投入したり、充霉、ショート、分解、加熱したりすると、発熱、 
発火、破裂の原因となり非常に危険ですので、絶タオにしないでください。 

♦撮影巧能本数 (74 ページ参照）はカメラの使い方、使用温度じよって変わります。表記 
の値より少なくなることもありますので、海外旅行や寒いところでカメラをご使用じな 
る場合は、予備の電池を用意されることをおすすめします。 

• リチウム電池は低溫下の特性にも優れていますが、〇でな下ではやや電池特性が低下し 
ます。寒いところでご使用じなるときは、カメラや予備の電池を保温しながら撮影して 
ください。なお、低温のため性能が低下した電池でも常湿に戻せば回復します。 

•新品電池を初めてお使いのとき、それまでその電池が保管されていた状況じよっては、 
電池の容量チェックの隙じじ I が点なすることがあります。その場合、いったんメイ 
ンスイッチを LOCK じし再度 ON にする操作を数回繰り返すと容量が回復します。 


•写し込み用のコイン型電池をまちがってお子様が飲み込んだりしないよう、お T •がの 
手の届かない場所に置くなど取り极いじご注意ください。万一、飲み込んだ場合は直ち 
じ医師じご相談ください。 


イ吏用/皿庭; L も一三し、こ __ 一 __ 

このカメラの使用温度範西は一 20〜50でです。 

•日付写し込み機能は、〇〜50での範西で使用することができます。0でな下では写しをめ 
ないことがあります。 

•直が日光下の車の中など、極度の高温下にカメラを放置しないでください。故障の原因に 
なります。 

♦液晶表示は、低温下で反応がやや遅くなったり、60でぐらいの高温下で表示が黒くなったり 
することがありますが、常温に戾せば正常に作動します。 
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取り扱い上のをを 


•カメラに急激な温度変化を与えると内部に水滴を生じる危険性があります。スキー場のよう 
な寒い屋外から暖かい室内に持ち込む場合は、寒い屋外でカメラをビニール袋に入れ、 
袋の中の空気を絞り出して密閉します。その歡室内に持ちをみ、周囲の温度になじませて 
からカメラを取り出してください。 

そのイ也のま意 


♦内蔵フラッシュを連続して使用した場合、発光部が熱くなることがあります。 
また発光の瞬間は、発光部がたいへん熱くなります。発光部に皮膚はもち 
ろん、物を密着させて発光させないでください。 

カメラは精密機械です。取り扱いじはご注意ください。 

•シャッター幕、ミラー、レンズの信号接点などじ傷がつかないようじ気を付けてぐださい。 


このカメラは防水構造ではありません。 

•万一水に姑れたときは乾いた布で水をふき取り、すみやかじ当社サービスセンターまたは 
サービスステー シヨ ンじお持ちください。 

このカメラの内部には高電圧回路がありますので、絶対に分解しないでください。 
•故障したときは、必ず当社サービスセンタ…またはサービスステー シヨ ンにお持ちください。 


♦空港の手荷物検査を受けるとき、フイルムがカメラの中に入っていると X 線でフイルムが 
感光してしまうことがあります。検査官にフイルムの入ったカメラであることを伝えて、 
X 線の照射を避けてください。 

♦このカメラの機能を活用していただくためじは、当社独自のノウハウじよりボディ特性に 
適合ずるようじ設計-製造管理されているレンズおよび付属品の使用をおすすめします。 
当社製品な外の付属晶を単に装着できるというだけでお使いじなる場合、いかなる事象が 
生じるかじついては予想いたしかねます。 

•海外旅行や結婚式など大切な撮影の時は、前もって作動の確認、またはテスト撮影をし 
てからご使用ください。また、予備の電池を携帯することをおすすめします。 

♦万一、このカメラを使巧中に、撮影できなかったり、不具合が生じた場合の補償じついては 
ご容赦ください。 
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手入れと保管のしかた 


キ人れのしか/こ __ 

カメラボディを清掃するとき 

柔らかいきれいな布で輕くふくか、市販のブロアブラシでホコリを吹き飛ばしてください。 

とくに海辺で使った後は、真水を少量浸した布で塩分をふき取り、乾いた布でよくふいて 
乾かしてください。 

レンズやフイルム室内を清掃するとき 

ブロアでほこりを除き、柔らかいきれいな布で軽く拭き取ってください。汚れがひどい場合 
は、当社 サービスセンター、サービスステーション じお持ちください。 

マウント面を清掃するとき 

柔らかいきれいな布で軽くふいてください。シンナー、ベンジンなどの有機溶剤は絶対に 
使わないでください。 

♦シンナー、ベンジンなどの有機溶剤を含むクリーナーは絶対に使わないでください。 

♦汚れがひどいときは、当社サービスステーションじお持ちください。 

保管のしかた ____ 

カメラケースを外し、風通しの良いところに置いてください。湿気の多い時期じは、ポリ 
エチレン袋などじ乾燥剤と一緒に入れるとより安全です。長期間使用しない場合はフイルムと 
電池を抜いてください。 

•防虫剤の入ったタンスなどには入れないでください。 

♦長期間使用しないと、カビがはえたり、故障の原因になったりすることがあります。とき—— 
どきシャッターを切るようじし、また使用前には整備点検されることをお勧めします。 __ 

アフターサー ビスについて _ _ _ 

•本製品の補修用性能部品は、生産終了後7年間を目安に保有しています。 

•アフターサービスじついては、「アフターサービスのご案内」じ詳しく記載していますので、 

ご覧ください。 


73 







®AF 検出範囲 EV- 1〜 18(150100) 

® 測光範囲 EV1-20(130100) 

•シャッター速度 1/2000〜30秒、バルブ摩戊晶電池使用で約6時間） 

フラッシュ同調最高速度：1/90秒（ワイヤレスフラッシュ時は1/45秒） 

® 内蔵フラッシュ ガイドナンバー： 12(28mm をカバー） 

充電時間：約2砂 
•ファインダー視野率90% 

•ファインダー倍率 0.75 倍 (50mm 標準レンズ. 〇〇位置） 

® ファインダー視度 一 1ディオプトリー 
»パノラマ撮影 途中切り替え巧能 

•フイルム感度設定 ISO 25-5000 自動設定 1 /3 ステップ （DX コードのないフイルムは 

に010 0) 

»撮影可能本数 


試験条件 24お撮りフイルム、新品電池使用 

使用レンズ： AF ズーム 28-80mmF4-5.6 
レンズを1コマ毎に無限遠から最近接まで3回往復させ、 
シャッターボタン半押しで10砂保持後レリーズ 
※茄枚撮りフイルムの場合は，上記の2/3稽度の本数じなります。 
^>5^電池は、実隙に撮影しなくてもカメラを操作することで消耗します。 
電池を長持ちさせるためじ、撮影しないときは、メインスイッチを 
LOCK じしてください。 

•大きさ•重さ 148.5(幅) X92.5( 高さ） X67.5( 奥行き) mm 

395g (電池別 • クォーツデート用電池含む） 

本書に記載の性能は当社就験条件じよります。 

本書に記載の化能および外観は都合じより予告なく変更することがあります。 
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ミノルタ株式会社 
ミノルタ販売株式会社 

使い方に関する不 明 な点 は、下記 住所の フオトアドバイザーがお答えいたします。 
にサー ビス 七ンター] 

新宿 T 160-0022 東京都新宿区新宿 3-17-5( カワセビル3階〉 TEL (03)3356-6281 ㈱ 

大阪〒 530-0001 大阪ホ化区梅田 1-11( 大阪駅前第4ビル7階） TEL (06)341- 的01 ㈱ 


[ y — ビス ステーシ ヨン] 

化幌干 060-0807 ネ L 幌巿化区北7を断- 1-5 ( 丸增ビル N 0.18) 
仙台〒粥 0-0802 仙台巿青葉区二日町 14-1 5 

(アミ-グランデニ日町ビル3階） 


横浜干 231-0015 横お市中区尾上町 4-47( 大巧横浜ビル3階) 
靜岡于 420-0857 静岡ホ御き町 5-9 ( 静岡 FS ビル7階） 


を古屋干 460-0002 を古屋巿中区丸の内 1-4-12( アレックスビル4階) 


に島干 730-0041 広島ホ中区小町 3-25( 住を物産広島ビル1階〉 
高お〒760-0078高松市今ま町 1-17-20 


福岡于 812-0013 福岡巿博多区博多駅ま 3-4-10( コマバビル1階) 


TEL (011)737-1 212(巧) 

TE し （022) 261 -3431 ㈱ 
TEL (045) 663-1 445{巧) 
TEL (054) 251-7301(巧) 
TEL (052) 239-1 251狀) 
T 扎 （082) 247-3978( 巧) 
TEL (087) 835-5568( が 
TEL (092) 441 -61 21 ㈱ 


営業時間 


新宿•大阪 10:00〜18:00(日曜•祝日をか） 
その他 9:00〜17:30 (±曜.日曜•祝日定休） 


9223-2092-61 MM-F807 





